
１人ひとりが避難の手順を決めるプロジェクト 事例集 

 

【市町村名、地区名】土岐市 ①泉町、②駄知町、③肥田町、④土岐津町、⑤妻木町 

【名称】 

町内別災害図上訓練 

【日時】令和元年 ①６月１６日（日）  ９：００～１２：００（ ３時間） 

          １４：００～１７：００（ ３時間） 

②６月２３日（日）  ９：００～１２：００（ ３時間） 

③６月３０日（日）  ９：００～１２：００（ ３時間） 

④７月 ７日（日）  ９：００～１２：００（ ３時間） 

⑤９月２２日（日）  ９：００～１２：００（ ３時間） 

（各地区１回 ※①のみ２回に分けて実施） 

【場所】     ①北防災センター        ②駄知公民館                          

③肥田公民館          ④土岐津公民館 

         ⑤妻木公民館 

【対象者】各自治会の住民 【人数】①１０１名、②９４名 

③ ６３名、④９８名 

⑤ ７０名 

【取組みのきっかけ】 

土岐市では、毎年区長会の際に災害図上訓練の開

催説明を行い、希望する自治会にて訓練を実施して

いる。近年全国で大きな災害が発生しており、自治

会の中でも災害に対する備えや災害発生時の避難方

法について不安に感じている方が多い。そのため、

今年度は、例年実施している災害図上訓練（ＤＩＧ）

に、「避難にかかる時間」や「持出荷物の重さ」など

の要素を取り入れ、より実践的な訓練を実施するこ

とで、実災害への備えを行う。 

 

【実施までの運び】 

○主催者 

 土岐市（共催：市内在住防災士） 

○活用した機会 

例年実施している災害図上訓練の機会を活用し、訓練の中に取組みの一部を取り入れた。 

○周知・案内 

 区長会で各町内から参加者を募った。 

○事前準備 

 会場準備：説明用パワーポイント、各町内の白地図（Ａ０版、各テーブル１枚）、マジック、 

カラーシール、付箋、ウェットティッシュ、透明ビニールシート（白地図書き込み用） 



配布資料：ハザードマップ、 

災害・避難カード（一部抜粋版Ａ４判）、 

※災害・避難カードには避難の所要時間、一緒に避難する方、持ち物のみを記載。 

 

○当日のスタッフ 

 市職員３～４名（司会進行等）、防災士１０名程（訓練サポート） 

防災士が各参加者のグループに１人ずつサポートに入り、図上訓練の進行補助や所要時間など

の記入の手助けを行った。 

○その他 

事前に、市防災士の方と打ち合わせを実施。災害・避難カードの説明や避難完了に係る所要時

間の考え方等を共有することで、趣旨の理解と円滑な会の進行を図った。 

 

【実施内容】 

実施する町内の代表者及び総務課長あいさつ（５分） 

取組みの概要説明（災害に対する座学含む）（４０分） 

災害図上訓練（ＤＩＧ）の実施（８０分） 

災害・避難カードの記入（１０分） 

 

【カードの様式】 

 

 



 

【取組みの状況】 

○災害が発生時にとるべき行動や避難の方法を考えるため、詳細な条件を付して参加者同士で話し

合いを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○災害の状況や、考えるべき項目の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展開】 

例）今後も上記取組みを各地区で実施し、地域ぐるみで災害から身を守る取組みを広めていく。 

※土岐津町内の上田地区においては、住民のみで当取組みを実施した。 


